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Ⅱ。研究成果の概要

眼科手術においては、術中眼球への様々な器具の出し入れが頻繁に行われ、

また硝子体内にガスやシリコンオイルなどの注入もしばしば施行されるが、術

後の視機能への影響を考えて常に低侵襲を心がけねばならない。豚眼や、家兎

眼における手術操作の試行の後、臨床例における手術器具の操作をDVDに 記録

し、操作状況と術後の変化を多くの症例で検証した。術後の構造的変化は少な

い侵襲で行える超音波機器をもつて観察され、眼科的所見と対応させて検討の

後、低侵襲術式の工夫に活かされた。緑内障濾過手術においては、術中の操作

と術後の房水漏出の程度と形態、手術既往例の手術部位の検討などから、前回

の手術創の処理が重要であることを見いだした (あたらしい眼科)。またそれら

の創日の観察に加え隅角から毛様体に至る多くの病変の超音波生体顕微鏡所見

を得た (Angle closLLre galaucoma)。手術後の経過に関連する病態について

overhanging iltering blebを安全に処理する方法を発表し (Jpn J Ophthalmol)、黄

斑円孔手術後の トリアムシノロンの 中心嵩沈着の経過について (Rctina)も報

告している。さらに網1莫剥離手術における眼血流への影響 (Arch Ophthalmol)、

視機能への影響 (Retina)を発表することができた。

関連する問題として、緑内障眼の隅角観察の精度 (あたらしい眼科)、超音波

による剥離網膜の描出方法(Eyc)、剥離網膜の組織学的特徴(Ophthalmic Res)につ

いても明らかにした。
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